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 １．平成29年度の基本方針 

 ２．品質確保と担い手の育成・確保 
 ○休業を考慮した業務実績の対象期間の延長（新規） 
 ○若手（４０才未満）の管理技術者を活用する場合に加点する試行運用     

（継続） 
    ○履行確実性評価、低入札価格調査の拡大試行（継続） 
   

  
１．企業及び技術者の技術力が発揮できる競争環境の確保 
 ○業務成績評価区分の見直し（新規） 
 ○優良業務表彰の評価見直し（新規） 
 ○技術者資格評価の見直し（継続）   
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 ①業務成績評価区分の見直し（新規） 
  ・現行の業務成績評価区分では、一部の配点ウェイトに集中し、技術評価点に差が 
   付きにくい状況であるため、現状の業務成績を考慮した評価区分に見直す。 

   
       
 
            現行（70～78点の2点ピッチ）  →  変更後(74～78点の1点ピッチ） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
     

   
   

１）業務成績の評価区分改訂 

 ２．平成29年度の入札・契約及び総合評価の改善・取組み 
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(1)建設コンサルタント等業務の例(H28dのみ) 



 
 
 

現行（70～78点の2点ピッチ）  →  変更後(74～78点の1点ピッチ） 
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(2)測量調査業務の例(H28dのみ) 
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 ①業種区分の限定（新規） 
 ・これまでは業種区分を行わず、単に表彰を受けた実績のみを評価してきた 
 が、より厳格な審査・評価を行うため、優良業務表彰及び優秀技術者表彰 
 に関して、発注業務と同一の業種区分（建設コンサルタント等又は測量調 
 査）の表彰実績に限定して評価する。 
 
  ②優良業務表彰の担当技術者も評価（新規） 
 ・従来、技術者に対する表彰については、優秀技術者表彰を受けた管理技術 
 者だけを評価対象としてきたが、技術者の能力をより適切に評価するため、  
 優良業務表彰に携わった担当技術者に対しても、管理技術者と同様に局長 
 表彰、部長・事務所長表彰の実績を評価する。  
  

２）優良業務表彰の評価見直し 

 ２．平成29年度の入札・契約及び総合評価の改善・取組み 
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国土交通省登録資格の評価方針について 

技術士 ＋ 当該業務に 
特化した資格 ＝ 配点 

8点(1位)＋2点(2位)＝10点 

１位資格 
※国家資格 
（技術士、APEC等） 

２位資格 
※国土交通省登録資格 
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 ２．平成29年度の入札・契約及び総合評価の改善・取組み 

３）技術者資格評価の見直し 

○国土交通大臣登録資格による加点評価（継続） 
 「公共工事に関する調査及び設計等の品質確保に資する技術者資格登録簿」 
(国土交通大臣登録資格)を第２位評価とし、このうち発注業務に特化した資格 
について加点措置を行う３段階評価を昨年度より実施。 

評 価 点 

※１位評価に加えて、国土交通省登録資格で当該業務に特化した資格を保有している場合 
  は、１位評価にさらに加点できる。（最高１０点） 

事例 

※H28.3.1付本省事務連絡 
 で示された資格のみ 
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４）業務実績の対象期間延長（新規） 

・配置予定技術者が、業務実績の対象期間内において、出産前・後及び育児、介護休業を取得し 
ている場合、その期間分を遡り、対象期間を延長 

・対象となる休業は、 「労働基準法」「育児休業、介護休業等育児又は家族介護を行う労働者の
福祉 に関する法律」で規定する「産前・産後休業」「育児休業」「介護休業」 

 
 ■業務実績延長の例 

H23 H24 H25 H26 H27 H28 

H29 

実績対象 
期間 

公示 

評価対象期間 
100日延長 100日休業 

H22 H21 H20 H19 H18 

業務実績の対象期間（10年間） 

延長する対象期間（休業日数） 

8.1以降 



【ダンピング対策】 
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○若手（４０才未満）の管理技術者を活用する場合に加点する試行運用（継続）  
     総合評価落札方式（簡易型１：１）において、若手（４０才未満） の管理技術者を 
  配置した場合に加点措置を行う 試行運用を継続。 

５）若手技術者の活用評価 

業種区分 ① ② ③ ④ 

測量業務 直接測量費
の額 測量調査費の額 

諸経費の額に１０分
の4.8を乗じて得た
額 

－ 

建築関係の建設
ｺﾝｻﾙﾀﾝﾄ業務 

直接人件費
の額 特別経費の額 

技術料等経費の額
に１０分の６を乗じて
得た額 

諸経費の額に１０分
の６を乗じて得た額 

土木関係の建設
ｺﾝｻﾙﾀﾝﾄ業務 

直接人件費
の額 直接経費の額 

その他原価の額に１
０分の９を乗じて得
た額 

一般管理費等の額
に１０分の4.8を乗じ
て得た額 

地質調査業務 直接調査費
の額 

間接調査費の額
に１０分の９を乗
じて得た額 

解析等調査業務費
の額に10分の８を乗
じて得た額 

諸経費の額に１０分
の4.5を乗じて得た
額 

補償関係ｺﾝｻﾙﾀ
ﾝﾄ業務 

直接人件費
の額 直接経費の額 

その他原価の額に１
０分の９を乗じて得
た額 

一般管理費等の額
に１０分の4.5を乗じ
て得た額 

○「調査基準価格」算定方法 
   H16.6.10国官会第367号「予決令第85号の基準の取り扱いについて」(最終改正：H29.3.18国官会第3861号）より抜粋 

○予定価格が１００万円超で履行確実性評価、第三者照査を実施（継続）  
     低入札価格調査は1,000万円超の案件について、以下の調査基準価格未満の場合に実施し 
 ているが、履行確実性評価及び第三者照査は100万円超の案件について試行運用を継続。 

６）低入札等への対応 



６）その他  ①契約方式の選定方法・分類（マトリックス） 

 ２．平成28年度の入札・契約及び総合評価の改善・取組み 
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 ２．平成28年度の入札・契約及び総合評価の改善・取組み 

６）その他   ②予定価格に応じた発注方式 
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 ２．平成28年度の入札・契約及び総合評価の改善・取組み 

６）その他   ③適用ルール及び発注方式選定フロー 

○適用ルール 
  総合評価方式を適用した場合における、以下に表記した調達方式の選定フロ－の考え方に基づき地方整備局の発注  
 において各業務ごとに適用する範囲を整理した。 
  調達方式検討に当たっては、具体的に業務及び発注方式の分類を表した１４頁マトリックス表を下に、業務内容に 
 応じて適切な調達方式を選定する。 

○発注方式選定フロー 

当
該
業
務
（土
木
コ
ン
サ
ル
・測
量
・地
質
調
査
） 

発注方式の選定フロー 

①プロポーザル方式 
◆実施方針＋特定テーマ 

発注方式 

②総合評価落札方式（標準型） 
価格点：技術点の割合  １：２ ～ １：３ 

◆実施方針＋評価テーマを評価する   
評価テーマ２つ以上の場合は１：３、 
評価テーマ１つの場合は１：２（業務の難
易度に応じて１：３も使用可） 

③総合評価落札方式（◆簡易型） 
価格点：技術点の割合  １：１ 
◆実施方針を評価（評価テーマは求めない）する 

 

④価格競争方式 
 ◆（選定段階で）資格、実績、成績を確認する 

１．当該業務の内容が技術的に高度なもの、 
 又は専門的技術が要求される業務であって、 
 提出された技術提案に基づいて仕様を作成 
 する方が優れた成果を期待できる業務 

 

２．事前に仕様を 
  確定可能である 
  が、入札者の提 
  示する技術等に 
  よって、調達価 
  格の差異に比し 
  て、事業の成果 
  に相当程度の差 
  異が生ずる事が 
  期待できる業務 
 

①当該業務の実施方針と 
 併せて、評価テーマに 
 関する技術提案を求め 
 る事によって、品質向上 
 を期待できる業務 
 

②当該業務の実施方針を 
 評価する事によって、 
 品質向上を期待できる 
 業務 

３．入札参加条件として、一定の資格・実績・成績等 
  付す事によって、品質を確保できる業務 
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